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基本様式４ 

    指定管理施設の管理運営評価票（評価対象年度：平成 26 年度） 
 

施設所管部署 福祉部長寿福祉課 

評価対象期間 平成２６年４月１日 ～ 平成２７年３月３１日 

評価対象年度指定管理料 125,035,813 円 

 

１．施設の概要等 

施設の概要 

名称 焼津市立養護老人ホーム「慈恵園」 

所在地 焼津市大覚寺三丁目２番地の３ 

設置目的 

老人福祉法第 11 条の規定により概ね 65 歳以上の者であって環境

上の理由及び経済的理由等により、居宅において養護を受ける事

が困難な者を入所させ、介護・給食・健康管理・生活指導等を行

い、生活の安定と福祉の増進を図ることを目的に設置 

設備の概要 

（施設面積）2,401.01 ㎡ 

（施設構造）鉄筋コンクリート２階建て 

（施設内容）定員 60 人 

２人部屋 16 室 

個室部屋 32 室 （視覚障がい者対応居室 4 室含む） 

 

２．指定管理者の概要等 

指定管理者 
名称 社会福祉法人 焼津福祉会 

所在地 焼津市大覚寺三丁目 2 番地の１ 

指定管理業務の内容 
○焼津市立養護老人ホーム指定管理者管理運営仕様書 

別表１及び別表２に定められた事項（別紙参照） 

指定期間 平成２６年４月１日 ～ 平成３１年３月３１日 

 

３．指定管理者業務運営項目評価 

評価項目 指定管理者 市 

自己評価  評価の理由 評価 評価の理由 

１．施設体制に関

する評価 
Ｂ 

・老人福祉法に定められた配置基準

に沿って人員配置をしている。 

・職員の研修計画を立て、様々な研

修会に参加した。今年度は、中部

地区養護老人ホームの支援員研

修会を慈恵園で実施した。市の危

機管理課職員による「防災につい

て」の講義を受けたり、支援につ

いて学んだ。法人内及び外部研修

の報告を会議時に行い、全職員の

質向上を図った。 

・緊急時及び事故対応のため、看護

Ｂ 

職員研修の計画的な実施に

よる職員のスキルアップや

定期的な防災訓練の実施に

よる利用者の安全確保・危

機管理意識の向上に努めて

いる。特に、災害等に対応

するための訓練は、独自の

訓練方法により実施されて

おり、地元との連携も図ら

れている。 

また、事業報告も苦情や事

故情報など詳細に毎月報告
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師が講師になり、感染症対策を学

び、心肺蘇生法、窒息解除、AED

の取扱い等のロールプレーを全

職員が参加して実施した。また、

感染症予防マニュアル、事故対応

マニュアルについて再検討し、職

員に周知した。 

・高齢者の機能低下による誤嚥や転

倒等の事故を防ぐため、口腔体

操、リハビリ体操を随時行った。

食事時の見守り強化をし、歯科医

師と連携をとり、義歯の調整・作

製を積極的に実施した。 

・毎月 1 回防災訓練を実施した。

地震想定訓練では、災害津波用

ライフベストの着用や2階への避

難を徹底して行った。焼津福祉会

で契約している安否ネットを活

用し、緊急時の伝達訓練や地元自

治会役員、地域住民に参加して頂

き、夜間想定の訓練を実施した。 

・ショートステイ利用者に対して、

健康管理や利用終了後の移行先

等の助言や援助を行った。 

・福祉体験、新規採用教員研修、ボ

ランテイア等を積極的に受け入

れ、地域交流の機会を提供した。 

・個人情報保護については、「誓約

書」に職務上知り得たことをみだ

りに漏らさないこと(退職後も同

様)をうたい、常に個人情報保護

について職員に周知した。 

されており、それらの情報

を施設職員全員に回覧し共

有する体制がとられ職員の

連携が図られている。 

 

２．サービス内容

や水準に関す

る評価 

Ｂ 

・本人の意向や状況把握に努め、個

別支援計画を作成し、見直しや評

価をし、個々に応じた支援をし

た。利用者の健康増進を図り、 

生きがいをもって生活できるよ

う、散歩や軽運動、内職等の機会

を提供し、支援をした。 

・利用者の日課にメリハリをつけ、

行事や外出等をとおして社会参

加を図った。 

・外部講師による様々な活動を実施

し、利用者の余暇活動を広げた。 

・利用者と話し合いをし、施設目標

に「挨拶をする。体を動かす。」

をあげた。個別支援計画に組み入

れ、利用者と職員で取り組んだ。 

・一人ひとりの利用者に、聴き取り

調査を実施した。利用者の意向を

細かく聞くことができた。利用者

への対応や活動内容を見直して、

個々に応じた支援に繋げた。 

Ｂ 

・利用者アンケートに替え

て、直接入居者と話をする

ことで対応し、苦情受付以

外にも今後の生活について

の相談を行うなど、個人個

人に対応した体制となって

いる。苦情についても、介

護・支援についてのものや

入居者間のものなど多岐に

渡っているが、迅速に対処

を行っている。ただし、苦

情の内容等が集団生活を守

れずに、個々の要求的なも

のも多く見受けられるた

め、自立生活が望めそうな

入所者については、退所を

視野に市指定管理者とで調

整していく必要がある。 

・余暇活動等としては、年

間を通じ様々な行事を開催

し、団体での外出機会を設
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・緊急時における延命治療に関する

意思確認を、利用者や保証人等に

行い、疎遠だった保証人や家族等

とも連絡をとった。 

・各種業務委託内容は、委託業者の

業務内容を吟味し、年度ごとに契

約を締結した。 

・給食業務委託は、プロポーザル選

定を実施した。価格、衛生面、利

用者の状況に応じた食事形態の

対応、サービス等の提案を考慮

し、委託業者の選定をした。 

・季節感のある食材や高齢期に必要

な栄養を充足した献立作成に努

め、疾病に応じて、食事形態や内

容を配慮することにより、利用者

の健康を食事面から支援した。 

・苦情を申し出る利用者には、意向

を受け止め、早めの対応に心掛け

た。利用者と共に解決策を検討

し、理解していただいた。  

・苦情の詳細は、事業報告書に掲載。

広報誌に年 1回苦情件数と内容を

掲載している。 

・「サービスマナー向上委員会」を

実施し、全職員が、安全管理や支

援の評価、見直しをして、支援の

充実に努めた。 

けるため日帰り旅行を実施

するなど、ホームでの生活

を楽しんでもらう工夫がさ

れている。 

・施設管理について、資産

経営課との施設点検を実施

した際、建物内部の壁紙の

剥がれなどが目立った。ま

た、法定点検後の指摘事項

について、指定管理者へ対

応方法の回答を求めたが、

業者と話し合いをするとの

話以降、報告がない状態で

ある。 

 

３．収支等の評価 Ｂ 

・予算書作成は、前年度の留意点を

ふまえ、各職種職員の意見を聞き

作成した。予算は、理事会の承認

を得て執行した。予算流用は、施

設長が決裁をとり、理事長の承認

を得て行った。 

・施設会計通帳と印鑑は、別々に保

管することにより、適切な管理に

努めた。 

・利用者の預り金は、通帳を金庫で

保管(預り金担当者以外の職員が

金庫の鍵を管理)、印鑑は施設長

が管理、預り金担当者が、印鑑を

確認する等、内部牽制をし、適切

な管理に努めた。 

・適切な事務処理、会計処理を行う

為、資金の運営管理等について組

織の牽制体制を意識し事業運営

にあたった。専決規程に基づき決

済を行い、施設会計の資金移動を

する場合は、必ず、法人本部の決

裁後に、処理を行った。 

・月次報告書(試算表等)は、経理規

程に基づき報告を行い、収支の資

金の動きを把握し、通帳、定期預

Ｂ 

専用口座を設け、通帳と印

鑑の管理を施設と本部に分

けるなど適切な管理がされ

ており、施設で簡単に出金

ができないよう徹底した内

部牽制体制を確立してい

る。 

また、入居者の増減により

収入・支出金額が変わって

くるが、安定した経営状況

となっている。 
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金証書との整合性を確認した。 

・法人本部に、取引金融機関に普通

預金の金額、定期預金の口座番号

や金額が明記された確認書の発

行を、毎月依頼した。それにより、

月次報告書と照合し施設での証

書の偽造等の不正を防いだ。 

総合評価 Ｂ 

・利用者一人ひとりの意向や状況に

応じて、支援員、栄養士、看護師、

相談員等が、生活面、栄養面、健

康面等多面的に捉え、個別支援計

画の作成や見直しを行い、利用者

支援にあたった。 

・利用者の健康増進を図り、生きが

いをもって生活ができるよう、軽

運動や余暇活動等の様々な活動

の機会を提供した。 

・延命措置に関する意思確認をし、

利用者の状況を伝えるなど、保証

人や家族との連携に努めた。 

・利用者は、高齢化、重度化してい

る。そのため、食事の見守りを強

化し、口腔体操やリハビリ体操等

を積極的に行った。全職員で感染

予防について学び、心肺蘇生法や

窒息解除等、緊急時の対応につい

ての研修をした。安全な環境を整

え、利用者がより豊かに生活でき

るよう、事業活動をすすめた。 

・ショートステイ利用者に対して、

健康管理や利用終了後の移行先

等の助言や援助を行った。 

・利用者の預り金は、通帳を金庫で

保管(預り金担当者以外の職員が

金庫の鍵を管理)、印鑑は施設長

が管理し、預り金担当者が、印鑑

を確認する等、内部牽制をし、適

切な管理に努めた。 

・適切な事務処理、会計処理を行う

為、資金の運営管理等について組

織の牽制体制を意識し事業運営

にあたった。専決規程に基づき決

済を行い、施設会計の資金移動を

する場合は、必ず、法人本部の決

裁後に、処理を行った。 

・法人本部に、取引金融機関に普通

預金の金額、定期預金の口座番号

や金額が明記された確認書の発

行を、毎月依頼した。それにより、

月次報告書と照合し施設での証

書の偽造等の不正を防いだ。 

・常に、支出の経費について検討し、 

節約や節電等に努めた。 

 

Ｂ 

サービス内容について、入

所者は１年のほとんどを施

設内で過ごすため、充実し

た生活を送ることができる

よう創意工夫を凝らし実施

されている。 

全体的には、前年度同様用

に協定等を遵守し施設の管

理運営が行われている。 

ただ、施設管理については、

定期点検・整備が実施され

ているものの、壁の剥がれ

等があり、建築点検等の指

摘事項についての対応報告

もなされていない状況であ

るため、施設を長期的に活

用していくために、事務局

と連絡を密にし、計画的に

整備を実施してもらいた

い。 
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●参考                                 

 

  （単位：円） 

 事業計画（当初予算） 平成２６年度 

 

事

業

収

支

実

績 

 

 

 

 

収

入 

指定管理料 121,655,000 125,035,813 

利用料金 100,000 1,678,470 

その他の収入 10,598,000 911,035 

計（Ａ） 132,353,000 127,625,318 

 

支

出 

 

人件費 75,337,000 75,865,360 

事務費 25,421,000 23,971,906 

事業費 30,888,000 29,889,736 

予備費 0 0 

その他 707,000 376,344 

計（Ｂ） 132,353,000 130,103,346 

収支予算額（Ａ―Ｂ） 0 -2,478,028 

 

 

 

【評価区分】 

評価基準：Ａ（優 良）協定書、仕様書等を遵守し、その水準よりも優れた管理内容である。 

Ｂ（良 好）協定書、仕様書等を遵守し、その水準に概ね沿った管理内容である。 

Ｃ（課題含）協定書、仕様書等を遵守しているが、管理内容の一部に課題がある。 

Ｄ（要改善）協定書、仕様書等を遵守しておらず、改善の必要な管理内容である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


